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　福島県トラック協会は県交通遺児奨学基金協会（理事長　
内堀 雅雄 知事）へ交通遺児の健全育成ために30万円を寄付
した。
　贈呈式は３月29日㈪に福島県庁で行われ、寄付金が右近
八郎会長から渡邉 仁 福島県生活環境部長に贈られた。これ
を受けて渡邉生活環境部長より感謝状が贈呈された。今回
で寄付は通算22回目となり累計410万円となった。

【渡邉生活環境部長、右近会長、荒川専務理事】
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令和３年度「中小企業大学校講座受講促進助成制度」について令和３年度「中小企業大学校講座受講促進助成制度」について令和３年度「中小企業大学校講座受講促進助成制度」について県 ト 協県 ト 協

※対象講座と各大学校の連絡先等は
　当協会ホームページをご確認ください。

概　要
　トラック運送事業者の経営基盤の一層の向上を図る観点から、トラック協会会員事業者の経営
者・管理者等を対象に、中小企業大学校各校において実施される経営戦略等の講座を受講された場
合、受講料の３分の１を助成します。

中小企業大学校とは
　中小企業大学校は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が運営する「中小企業の人づくり」のた
めの人材養成機関です。現在、全国に９校及びWeb校（WEBee Campus）が設置されており、
活力ある中小企業を養成するための高度で実践的な研修等が行われています。

制度の対象となる方
　福島県トラック協会の会員である中小企業者（資本金３億円以下又は従業員300人以下）の経営
者、後継者及び管理者の方が対象です。

制度の対象となる講座
　中小企業大学校各校で実施される講座のうち、 

⑴トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
⑵実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
⑶管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
⑷女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑸情報化、システム構築に関する講座
⑹その他物流事業に関する講座
が対象となります。

制度利用の流れ
　⑴　本制度を利用する会員事業者の方は、事前に福島県トラック協会に受講者、受講講座を届け

出てください。
　⑵　福島県トラック協会の承認を受けた後、各大学校の指示により、受講手続きを行ってくださ

い。
　⑶　大学校より、受講受け入れの通知があった後、受講料（全額）を大学校へ直接納付してくだ

さい。
　⑷　受講修了後は、所定の「受講修了通知書」に、大学校交付の「受講修了証書」（写し）と

「振込金受取書」等（写し）を添付し、福島県トラック協会へ提出してください。
　⑸　後日、受講料の３分の１相当額が助成されます。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

会社名

第45回 近代化基金・環境対応車及び省エネ関連機器導入・
ポスト新長期等規制適合車導入融資推薦申込みについて

借入希望融資（希望する事項に○を付して下さい。）

借入希望金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

資金用途（近代化基金融資を希望の場合）（希望する事項に○を付して下さい。）

融資申込み希望金融機関（希望する事項に○を付して下さい。）

・商工中金福島支店　　　・福島県商工信用組合及び各信用組合

・商工中金会津事務所

協同組合等加入状況　（東北交通共済含む）

加入済（組合名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

未加入

・土　地　　　　　　・施　設（建物等）　　　　　・車両等購入（代替含む）

借入予定日　　　　令和　　　　　　　年　　　　　　　月

・近代化基金融資

・ポスト新長期等規制適合車導入融資

・環境対応車及び省エネ関連機器導入融資

管轄支部名 支部

申 込 書

注：申込み受付であり、融資決定受付とはなりませんことを申し添えます。
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令和３年度各種助成事業一覧令和３年度各種助成事業一覧令和３年度各種助成事業一覧県 ト 協県 ト 協

　わだち４月号にて掲載した「令和3年度各種助成金一覧」に一部変更がありましたので再度、ご案内いたします。
　下記一覧表の赤字箇所が変更点となりますので、助成金をご利用の際は、ご参照のうえ、ご申請ください。

改版

区分 制度の概要 助成額等 限度額等

2021予算額

（千円）

1 ＳＤカード 運転手のＳＤカード取得に対する助成 670円/人・年(上限）

1事業者　１５０１５０１５０１５０人上限

（１人　年１回限度）
6,9686,9686,9686,968

2 適性診断

運転者適性診断（一般・初任・適齢）の

受診料の助成

一般診断　2,400円/人

初任診断　2,000円/人

適齢診断　2,000円/人

一人年１回 13,96013,96013,96013,960

3

睡眠時無呼吸症候

群検査（SAS）

睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング

検査に要する経費（第一次検査、第二

次検査、再検査）の助成

5,000円/人

一人年１回

　1事業者50人まで
3,7403,7403,7403,740

4

睡眠時無呼吸症候

群精密検査（ＰSＧ）

ＳＡＳ検査の結果、精密検査の対象と

なった者に検査費用の助成

20,000円/人 一人年１回 500500500500

5 脳ドック受診

運転手(４０才以上)の健康管理のため、

脳ドック受診に対する助成

10,000円/人・年（上限） 1事業者　15人15人15人15人まで 2,0002,0002,0002,000

6 ドライバー研修

安全運転研修施設へドライバー等を派

遣する訓練経費(受講料）に対する助成

全ト協主催の一般研修　全額

全ト協主催の特別研修

　Gマーク取得事業所　全額

　その他　　　　　　　　　7割

1事業者　10101010人まで 2,0002,0002,0002,000

7 EMS

EMS機器の導入に要した経費に対する

助成

導入経費の1/2（上限40,000円） 1事業者　15台上限 22,00022,00022,00022,000

8 ドライブレコーダー

ドライブレコーダーの導入に要した経費

に対する助成

導入経費の1/2

　運行管理連携型　   40,000円　(20,000円）

　標準型　　　　　 　　　20,000円　（20,000円）

　簡易型　　　　　 　　　10,000円　（10,000円）

　

　※（　）書きの金額は、国の補助金を受けた場合

1事業者　15台上限 21,00021,00021,00021,000

9 安全装置

後方・側方視野確認支援装置、呼気吹

込み式アルコールインターロック、IT点

呼に使用する携帯型アルコール検知器

の導入に要した経費に対する助成

各々装着時：37,000円/台

後方・側方視野確認支援装置の同時購入

装着時　：　50,000円/台

※側方視野確認支援装置は車両総重量７．５トン

以上

1事業者　15台上限 14,00014,00014,00014,000

10

フォークリフト技能

講習受講料

陸災防の行うフォークリフト運転技能講

習の受講経費に対する助成

4,000円/人 600600600600

11

衝突被害軽減ブ

レーキ装着車導入

中型車を対象に、中小企業者が衝突被

害軽減ブレーキ装着車の導入に要した

経費に対する助成

50,000円/台50,000円/台50,000円/台50,000円/台 1事業者　　　　2222台上限 1,5001,5001,5001,500

12

準中型・中型・大型

免許助成

従業員に準中型、中型免許、大型免

許、けん引免許を指定教習所で取得さ

せた費用に対する助成

準中型免許　40,000円/人上限

中型免許（二種は除く）　75,000円/人上限

大型免許（二種・特殊は除く）　150,000円/人上限

けん引免許　50,000円/人上限

中型限定解除　30,000円/人上限

準中型限定解除　20,000円/人上限

1事業者50万円上限 26,00026,00026,00026,000

13 定期健康診断 運転手の健康診断に対する助成 1,5001,5001,5001,500円/人・年(上限） 車両台数×１．２倍まで 12,00012,00012,00012,000

14 血圧計

中小企業事業者が全自動血圧計の導

入に要した経費対する助成

1台　７0,000円 1事業者　２２２２台 1,4001,4001,4001,400

15

女性用休憩施設等

整備

女性従業員用の休憩室、トイレ等の増

改築経費に対する助成

工事経費の1/2（上限300，000円）

1事業者　1施設

年度内１回(本社及び営業所

含)

3,5003,5003,5003,500

16

アイドリングストップ

支援機器

アイドリングストップ支援機器の導入に

要した経費に対する助成

電気式の毛布・マット・ベッド　15,000円/枚（上限）

エア・温水式ヒーター　　　　　 60,000円/基（上限）

蓄冷式クーラー（リヤ・三菱）　50,000円/基（上限）

蓄冷式クーラー（ベッドルームクーラー/デンソー、

UD、日野）　50,000円/基（上限）

車載バッテリー式冷房装置　 60,000円/基（上限）

電気式の毛布・マット・ベッド30枚

エア・温水式ヒーター　3基

蓄冷式クーラー・車載バッテリー

式冷房装置　3基

11,00011,00011,00011,000

17 ポスト新長期

ポスト新長期規制適合車を導入した経

費に対する助成

小型　新車 20,00020,00020,00020,000円

中型　新車 40,000 40,000 40,000 40,000円

大型　新車 60,00060,00060,00060,000円

　※CNG、ハイブリッドトラックについては要綱を参照

のこと

1事業者　15台 21,00021,00021,00021,000

18 エコタイヤ

エコタイヤ（転がり抵抗5％以上低減）を

導入装着に要した経費に対する助成

2,0002,0002,0002,000円/本

車両数×１/3 (四捨五入)×10本上限

1事業者　150本 22,00022,00022,00022,000

19 中小企業大学校

中小企業大学校の対象講座を受講した

場合の受講料に対する助成

受講料の2/3相当額 190190190190

20 グリーン経営認証

グリーン経営認証を取得又は更新した

際の費用の一部を助成

新規取得　100,000円

更新　　　　　50,000円

1事業者1回/年

（支店、営業所の数にかかわらず年

度内で1事業者につき取得・更新の

どちらか１回）

1,5001,5001,5001,500

21 近代化基金利子補給

物流施設整備資金、車両(ﾎﾟｽﾄ新長期

含）、省ｴﾈ機器等購入に要する資金借

入に対する利子補給

近代化基金融資　　　　　 　  　利率　　０．３％

ポスト新長期車　　　　　 　 　 　 〃　　　０．３％

環境対応車・省エネ関連機器　 〃　　　0．３％

近代化基金　　 １会員３千５百万

ポスト新長期　　１会員７千万

低公害車等　 　１会員３千５百万

4,5924,5924,5924,592

信用保証料

信用保証協会の一般保証料に対する助

成

信用保証料の額が

　50,000円まで　全額

　50,000円を超えた額の1/2を加えた額

上限

年度内　100,000円
1,5001,5001,5001,500

緊急制度資金信用

保証

県制度資金等の保証料に対する助成

信用保証料の額が

　100,000円まで　全額

　100,000円を超えた額の1/2を加えた額

 上限年度内　200,000円 5,0005,0005,0005,000

緊急制度資金利子

助成

県ト協の保証料助成を受けたものに対

する借入利子の助成

支払利子利率の0.8％（3年間） 4,0004,0004,0004,000

適

正

化

事

業

費

23 運行管理者講習

運行管理者講習(一般、基礎）の受講料

の一部に対する助成

一般講習　1,5001,5001,5001,500円/人・年

基礎講習　5,000　5,000　5,000　5,000円/人・年

一般講習は選任管理者のみ

基礎講習は車両台数の10％

を上限(端数切上げ）

3,5003,5003,5003,500

205,450205,450205,450205,450

研

修

・

調

査

事

業

費

計

助成事業名

交

通

公

害

対

策

費

交

通

安

全

対

策

事

業

費

22

基

金

運

営

事

業

費
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令和３年度各種助成事業一覧令和３年度各種助成事業一覧令和３年度各種助成事業一覧県 ト 協県 ト 協

　わだち４月号にて掲載した「令和3年度各種助成金一覧」に一部変更がありましたので再度、ご案内いたします。
　下記一覧表の赤字箇所が変更点となりますので、助成金をご利用の際は、ご参照のうえ、ご申請ください。

改版

　会津支部及び陸災防会津分会（菅野 高志 支部長）は会津若松市
「乳児院事務所」において、福島県若松乳児院へ令和２年10月９日
㈮に実施された「チャリティーゴルフコンペ」で集まった募金
47,000円を寄付金として贈呈した。
　今回寄付を行った福島県若松乳児院は０歳から概ね２歳までの乳
幼児が入所している児童福祉施設となっており、寄付金は子ども達
の玩具等の購入費用にあてられる。

適性診断受診助成ご利用の注意点について適性診断受診助成ご利用の注意点について適性診断受診助成ご利用の注意点について県 ト 協県 ト 協

　自動車事故対策機構の「ナスバネット方式」及び「貸出機器」を使用し、自社において適性診
断を行う会員事業者様は下記の内容にご注意ください。

 １   自動車事故対策機構の「ナスバネット方式」を導入し自社において適性診断を行う場合
　事前に協会と「覚書」を交わすこと。また、当該「覚書」の写しを受診票とともに自動車事
故対策機構へ提示することを条件として助成対象となります。

 ２   自動車事故対策機構の「貸出機器」を利用し適性診断を行う場合
　事前に協会へ「令和３年度適性診断貸出機器利用助成交付事前申請書」を申請。受領印を受
けたものを、貸出機器利用後 受診票１枚とともに自動車事故対策機構へ提出することを条件と
して助成対象となります。

　
 ３   上記１．２で適性診断する場合

　初任診断、適齢診断は令和４年２月28日までにカウンセリングを受けたもののみ助成対象と
なるので注意すること。

会津支部が福島県若松乳児院へ寄付金を贈呈会津支部が福島県若松乳児院へ寄付金を贈呈会津支部が福島県若松乳児院へ寄付金を贈呈支　部支　部

　いわき支部（鈴木 健仁 支部長）は４月17日㈯にいわき市「タイ
ヘイドライバーズスクール」において、支部会員事業所ドライバー
を対象に通算41回目（今年度１回目）となる、安全運転ドライバー
研修会を午前・午後の部に分け、総勢22名が参加し開催された。  
研修会では従来の道交法等の座学、コース内での実技や、Ｃ式運転
適性検査による現状把握、検証等が行われた。毎回好評を博してい
る当研修会は全４回開催予定となっており、今年度は７月、11月、
来年１月にも開催する予定となっている。

いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催いわき支部が安全運転ドライバー研修会を開催支　部支　部

【長嶺院長へ寄付金を贈呈する菅野支部長】

【あいさつする割谷適正化委員長】
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会 員 だ よ り

会員名簿変更

退会会員事業所

新規入会事業所
支部 代表者名事業所名
県北

県中

県北
相双

アシスト㈱
東北新開㈱郡山営業所
ケーエルエス㈱
㈲今野建匠
LUMiC㈱福島営業所

大友弘之
佐々木宗徳
久保田健志
今野　靖
髙橋良二

郵便番号
960-1108
963-0547
963-0921
960-8252
979-2132

車両台数住　所
福島市成川字仲ノ内10-1
郡山市喜久田町卸二丁目27番地
郡山市西田町鬼生田字大谷地421-1
福島市御山字稲荷田71-1
南相馬市小高区水谷字武州2番地

12
5
6
5
11

支 部 事業所名
㈱陰山組県中

支 部 事業所名
北越水運㈱会津営業所会津

支 部 事業所名
㈱大崎東北支店古殿営業所県南

賛助会員退会事業所

新賛助会員事業所
支部 代表者名事業所名
県南 磐梯貨物㈱白河営業所 鎌田勝広

郵便番号
961-0815

車両台数住　所
白河市夏梨５番７ 9

P15　県中支部　ジャパンフードライン㈱郡山営業所3月31日付で廃止の為、
P 9    県北支部賛助会員　ジャパンフードライン㈱福島営業所が県北支部正会員に変更となります。

ページ 変更事項事業所名 新 旧
藤池之明

森本　剛

佐々木　満

星野純一

大平真司

大平真司

星野純一

内田勇人

國分邦浩

芳賀篤徳

鈴木貴志

佐川誠治

矢吹幸雄

鈴木　学

矢口直人

植村育大

森田康夫

古田泰幸

伊藤啓樹

國分邦浩

猪狩和憲

ヤマト運輸㈱いわき平センター

竹内翔哉

平野　潤

黒須鋭二

仁平武人

猪狩和憲

星野純一

星野純一

猪狩和憲

高橋秀彰

上野　浩

宮川　守

佐藤博臣

佐川一巳

三瓶恭太

鈴木貴志

鈴木　学

海老原　力

和國信之

南　哲夫

菅野喜春

上野　浩

清信和良

ヤマト運輸㈱いわき平支店

大平真司

㈱新開トランスポートシステムズ北福島営業所

日本図書輸送㈱福島営業所

名鉄運輸㈱福島支店

日本郵便㈱福島東郵便局

ヤマト運輸㈱川俣センター

ヤマト運輸㈱福島飯坂センター

ヤマト運輸㈱福島鎌田センター

ヤマト運輸㈱福島松川センター

ヤマトホームコンビニエンス㈱福島支店

東液サービス㈱郡山支店

福島中央貨物自動車運送㈱

ヤマト運輸㈱郡山八山田センター

㈱こばうん

㈲佐川流通

JAパールライン郡山営業所

ヤマト運輸㈱会津高野支店

ヤマト運輸㈱喜多方南支店

鴻池運輸㈱福島営業所

相馬環境サービス㈱

日化運輸㈱

喜美運送㈱

東液サービス㈱平支店

ヤマト運輸㈱いわき小名浜支店

ヤマト運輸㈱いわき平センター

3

5

8

9

10

10

10

10

10

17

19

25

28

28

34

41

41

42

43

53

54

57

58

58

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

郵便番号
住　　所

郵便番号
住　　所

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

事業者名

960-8204
福島市岡部字高畑96-4

960-2101
福島市さくら3-7-4

961-8061
西白河郡西郷村大字小田倉字大平521番地1

961-0954
白河市天神町41番地3
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会 員 だ よ り

会員名簿変更

退会会員事業所

新規入会事業所
支部 代表者名事業所名
県北

県中

県北
相双

アシスト㈱
東北新開㈱郡山営業所
ケーエルエス㈱
㈲今野建匠
LUMiC㈱福島営業所

大友弘之
佐々木宗徳
久保田健志
今野　靖
髙橋良二

郵便番号
960-1108
963-0547
963-0921
960-8252
979-2132

車両台数住　所
福島市成川字仲ノ内10-1
郡山市喜久田町卸二丁目27番地
郡山市西田町鬼生田字大谷地421-1
福島市御山字稲荷田71-1
南相馬市小高区水谷字武州2番地

12
5
6
5
11

支 部 事業所名
㈱陰山組県中

支 部 事業所名
北越水運㈱会津営業所会津

支 部 事業所名
㈱大崎東北支店古殿営業所県南

賛助会員退会事業所

新賛助会員事業所
支部 代表者名事業所名
県南 磐梯貨物㈱白河営業所 鎌田勝広

郵便番号
961-0815

車両台数住　所
白河市夏梨５番７ 9

P15　県中支部　ジャパンフードライン㈱郡山営業所3月31日付で廃止の為、
P 9    県北支部賛助会員　ジャパンフードライン㈱福島営業所が県北支部正会員に変更となります。

ページ 変更事項事業所名 新 旧
藤池之明

森本　剛

佐々木　満

星野純一

大平真司

大平真司

星野純一

内田勇人

國分邦浩

芳賀篤徳

鈴木貴志

佐川誠治

矢吹幸雄

鈴木　学

矢口直人

植村育大

森田康夫

古田泰幸

伊藤啓樹

國分邦浩

猪狩和憲

ヤマト運輸㈱いわき平センター

竹内翔哉

平野　潤

黒須鋭二

仁平武人

猪狩和憲

星野純一

星野純一

猪狩和憲

高橋秀彰

上野　浩

宮川　守

佐藤博臣

佐川一巳

三瓶恭太

鈴木貴志

鈴木　学

海老原　力

和國信之

南　哲夫

菅野喜春

上野　浩

清信和良

ヤマト運輸㈱いわき平支店

大平真司

㈱新開トランスポートシステムズ北福島営業所

日本図書輸送㈱福島営業所

名鉄運輸㈱福島支店

日本郵便㈱福島東郵便局

ヤマト運輸㈱川俣センター

ヤマト運輸㈱福島飯坂センター

ヤマト運輸㈱福島鎌田センター

ヤマト運輸㈱福島松川センター

ヤマトホームコンビニエンス㈱福島支店

東液サービス㈱郡山支店

福島中央貨物自動車運送㈱

ヤマト運輸㈱郡山八山田センター

㈱こばうん

㈲佐川流通

JAパールライン郡山営業所

ヤマト運輸㈱会津高野支店

ヤマト運輸㈱喜多方南支店

鴻池運輸㈱福島営業所

相馬環境サービス㈱

日化運輸㈱

喜美運送㈱

東液サービス㈱平支店

ヤマト運輸㈱いわき小名浜支店

ヤマト運輸㈱いわき平センター

3

5

8

9

10

10

10

10

10

17

19

25

28

28

34

41

41

42

43

53

54

57

58

58

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

郵便番号
住　　所

郵便番号
住　　所

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

代表者
（支店・営業所代表者）

事業者名

960-8204
福島市岡部字高畑96-4

960-2101
福島市さくら3-7-4

961-8061
西白河郡西郷村大字小田倉字大平521番地1

961-0954
白河市天神町41番地3

2021年度安全性評価事業（Ｇマーク制度）について2021年度安全性評価事業（Ｇマーク制度）について2021年度安全性評価事業（Ｇマーク制度）について適 正 化適 正 化

　今年度の安全性評価事業（Ｇマーク制度）に係る対応を下記の要領で実施いたします。
　申請はインターネットでのWeb申請作成システムが稼働となっており、事務手続きの簡素化が可
能となっております。本システムをご活用いただければ申請書料金も無料ですが、複写式申請書
（手書き記入）で申請を行うと申請書料1,000円（税込）を納めていただくことになりますのでご注
意ください。

申請書類（申請案内、申請書、自認書）の頒布期間
　⑴　インターネット（全日本トラック協会ホームページ）による頒布
　　　2021年４月23日㈮から全日本トラック協会ホームページにて頒布しております。

※申請書・自認書は2021年4月23日㈮～同7月14日㈬まで稼働している「申請書作成システム」から作
成できます。

　⑵　紙媒体による頒布（福島県トラック協会本部のみ）
　　　2021年５月６日㈭～（土・日曜日、祝日は除く）

〇申請受付期間 　2021年７月１日㈭～同７月14日㈬　（土・日曜日は除く）
      ※ただし、郵送の場合は7月12日㈪までに地方実施機関必着

〇申請書受付について
　原則、窓口受付となりますが、地理的条件等により郵送による受付も実施いたします。
　郵送による受付の場合は、書類の不備が確認できずそのまま受付することとなるため5、6月に県
中・県南・会津・相双・いわきの各支部で開催予定の相談会や、トラック協会本部にて指導員が常駐して
おりますので、電話によるご相談、また直接お越しいただきアドバイスや事前チェックを受けていただ
くようお願いいたします。
　

〇申請書送付先 　〒960-0231 福島市飯坂町平野字若狭小屋32
     （公社）福島県トラック協会　適正化事業部 宛

〇申請料について
申請書作成には2通りの方法があります。
①申請書作成システムによる申請（（公社）全日本トラック協会ホームページより申請書作成可能⇒申請料無料）

※Ｗｅｂ上で申請書を作成されても、従来通り受付窓口において受付手続を行う必要があります。
　≪ Web登録で申請受付完了とはなりませんのでご注意ください ≫

②複写式申請書（手書き記入）による申請⇒申請書実費（1,000円（税込））を収受

〇申請書類の入手方法について
 県トラック協会本部事務所に直接お越しいただくか、当協会からの発送を希望される場合はお
電話ください。

〇その他
　2021年度版の申請案内、各種書様式、申請に係るＱ＆Ａは、（公社）全日本トラック協会の
ホームページよりデータのダウンロード、印刷が可能です。
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安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開適 正 化適 正 化

　新型コロナウイルスの影響により、例年５月に行っている安全性評価事業（Gマーク）事前説明
会は今年度も開催を見送ることにいたしました。
　代替えといたしまして申請方法、書類作成等の申請に関する説明動画が（公社）全日本トラック
協会のホームページにて４月23日㈮から配信を予定しておりますので、そちらをご活用ください。
　また特例措置の概要についても掲載されておりますので、ご参照ください。

安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について適 正 化適 正 化

　今年度新規に申請される事業所（事業開始後３年を経過している営業所）ならびに本年末までの
有効期間で更新される事業所を対象に、下記５支部で個別相談会を開催いたします。
　なお県北支部は本部（福島市飯坂町平野字若狭小屋32）にて常時対応いたしますので、
事前連絡のうえ直接お越しください。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、三密（密閉、密接、密集）を避けるため予約制を
とり、相談時間は1事業所につき1時間となります。当日はマスク持参、着用にご協力をお願い
いたします。
　また個別相談会に出席の際は、（公社）全日本トラック協会ホームページにて配信されている申
請方法、書類作成等の申請に関する説明動画を事前にご覧いただくようお願いいたします。
　個別相談を希望される場合は別紙申込書によりFAXで申込みをお願いいたします。
　６月にも個別相談会を開催する予定でおりますので、日程が決まり次第、ご案内いたします。

○個別相談会日程
開催支部（場所）

県中支部
（郡山市喜久田町卸3丁目5　県中研修センター内）

県南支部
（西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針15-1　白河の関トラックステーション内）

会津支部
（会津若松市町北町大字始字見島80-2　会津方部共同休憩所内）

相双支部
（相馬市赤木字松ヶ澤144-7　相馬方部共同休憩所内）

いわき支部
（いわき市小名浜島字舘下19-1　いわき共同休憩所内）

日程・時間

5/11（火）
（10：00～12：00、 13：00～16：00）

5/26（水）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/20（木）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/14（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/28（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

※相談時間は1事業所につき1時間となります。上記より希望日（開催支部（場所）、日程・時間）を選んで
　ください。日程確定後、ご連絡いたします。また予約が重複した場合は先着順となります。

適正化事業部（菅野（陽）・後藤・二階堂）
℡ 024-558-7755



（ 11 ）（21. ５−№ 484）

安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開安全性評価事業（Ｇマーク制度）申請に係る説明動画を公開適 正 化適 正 化

　新型コロナウイルスの影響により、例年５月に行っている安全性評価事業（Gマーク）事前説明
会は今年度も開催を見送ることにいたしました。
　代替えといたしまして申請方法、書類作成等の申請に関する説明動画が（公社）全日本トラック
協会のホームページにて４月23日㈮から配信を予定しておりますので、そちらをご活用ください。
　また特例措置の概要についても掲載されておりますので、ご参照ください。

安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について安全性評価事業（Ｇマーク制度）個別相談会について適 正 化適 正 化

　今年度新規に申請される事業所（事業開始後３年を経過している営業所）ならびに本年末までの
有効期間で更新される事業所を対象に、下記５支部で個別相談会を開催いたします。
　なお県北支部は本部（福島市飯坂町平野字若狭小屋32）にて常時対応いたしますので、
事前連絡のうえ直接お越しください。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、三密（密閉、密接、密集）を避けるため予約制を
とり、相談時間は1事業所につき1時間となります。当日はマスク持参、着用にご協力をお願い
いたします。
　また個別相談会に出席の際は、（公社）全日本トラック協会ホームページにて配信されている申
請方法、書類作成等の申請に関する説明動画を事前にご覧いただくようお願いいたします。
　個別相談を希望される場合は別紙申込書によりFAXで申込みをお願いいたします。
　６月にも個別相談会を開催する予定でおりますので、日程が決まり次第、ご案内いたします。

○個別相談会日程
開催支部（場所）

県中支部
（郡山市喜久田町卸3丁目5　県中研修センター内）

県南支部
（西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針15-1　白河の関トラックステーション内）

会津支部
（会津若松市町北町大字始字見島80-2　会津方部共同休憩所内）

相双支部
（相馬市赤木字松ヶ澤144-7　相馬方部共同休憩所内）

いわき支部
（いわき市小名浜島字舘下19-1　いわき共同休憩所内）

日程・時間

5/11（火）
（10：00～12：00、 13：00～16：00）

5/26（水）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/20（木）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/14（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/28（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

※相談時間は1事業所につき1時間となります。上記より希望日（開催支部（場所）、日程・時間）を選んで
　ください。日程確定後、ご連絡いたします。また予約が重複した場合は先着順となります。

適正化事業部（菅野（陽）・後藤・二階堂）
℡ 024-558-7755

（公社）福島県トラック協会　適正化事業部 宛

○ 申請種別（新規・更新を○で囲んでください）

　　　　新規申請　　　更新申請（　初更　・　　2更　・　3更　・　4更　・　5更　　）

○ 希 望 日（開催支部（場所）日程・時間に〇をつけてください）

2021年度安全性評価事業個別相談会出席申込書

※日程確定後、ご連絡いたします。また予約が重複した場合は先着順となります。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、三密（密閉、密接、密集）を避けるため
　原則1事業所1名となります。

FAX番号　024―558―7731

事業所名（営業所、支店名まで）

電話番号

出席者

役　職

氏　名

2021年　　　　月　　　 日

開催支部（場所）

県中支部
（郡山市喜久田町卸3丁目5　県中研修センター内）

県南支部
（西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針15-1　白河の関トラックステーション内）

会津支部
（会津若松市町北町大字始字見島80-2　会津方部共同休憩所内）

相双支部
（相馬市赤木字松ヶ澤144-7　相馬方部共同休憩所内）

いわき支部
（いわき市小名浜島字舘下19-1　いわき共同休憩所内）

日程・時間

5/11（火）
（10：00～12：00、 13：00～16：00）

5/26（水）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/20（木）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/14（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）

5/28（金）
（ 9：00～12：00、 13：00～15：00）
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　福島復興支援輸送協同組合は、東日本大震災及び東京電力福島第一原
発事故により被害を受けた福島県の復旧復興に、除染廃棄物輸送に取り
組むことによって貢献しようと立ち上げた組織ですが、一定の役割を果
たしたとして、３月16日県中研修センターにおいて解散総会を開催し、
３月末日をもって解散することを出席者全員の賛成により決定しまし
た。会員各位のこれまでのご理解とご協力に感謝申し上げます。

福島復興支援輸送協同組合の解散について福島復興支援輸送協同組合の解散について福島復興支援輸送協同組合の解散について福 興 協福 興 協

【あいさつする右近理事長】

令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業陸 災 防陸 災 防

　陸災防福島県支部は、3月24日、福島研修センターにおいて「安
全衛生レベルアップ支援事業」の第3回集合研修会（修了証交付式）
を開催し、この半年間の取り組みの総括を行った。
　開会冒頭、右近支部長より『半年間の取り組み、ご苦労様でし
た。』とねぎらいの言葉があり、『リスクには非日常的なものと日
常的なものがあり、非日常的なものが今は無視できない状況となっ
ていて、経営は両方のリスクを考えなくてはならなく、厳しい環境

となっている。今こそ、企業は組織風土がしっかり管理されてい
るか、ガバナンスが機能しているか試されています。参加された
皆様は、今回の取り組みの成果を生かし、この難局中、会社の発
展に役立てて欲しい。』　と挨拶があった。
　五十嵐局長の「安全衛生の管理と実践」と題した講話があり、
各社より半年間の取組み総括と決意表明を行い、右近支部長より
各社に修了証が交付された。

【修了証交付事業場】
㈲櫻井運送（県北）　トゥーホームサービス福島㈱（県北）　㈲大原運送（県中）　大竹運送㈱（県南）
福島運送㈱若松営業所（会津）　㈱丸東（相双）　遠野運送㈱（いわき）

取組み総括を行い、決意新たにゼロ災を目指す

【各事業場の安全衛生担当管理者】

　　　安全衛生目標と計画を定め　継続した取組みを誓う！　　

　この度、安全衛生レベルアップ支援事業の貴重な研修に参加させて頂きありがとうございました。

　研修では安全衛生に対する考えや方針、そして計画を立て具体化することにより今後どのような形で安全衛

生活動を進めていけばよいかが分かりました。また、事故のリスク見積りや発生した事故の深堀りをすることに

より、事故の傾向や特徴等が分かり、自社の活動に対する足りないところ、弱いところがみえて来年度の計画が

立てやすくなりました。安全衛生レベルアップ支援事業で学んだことを活かし、4月から始まる新年度の計画が無

駄にならないよう努めていきます。   　　　大竹運送株式会社　取締役　大竹 ゆかり

　従業員50人未満の会社において今回の支援事業はとても重要なことだと思った。安全衛生管理に関しては企業

の大小関係なく、事故を起こすのは一人の人間。どの企業にとっても第一に考えなければならないことだと思う。

　しかし、今回の支援事業に取り組むまでは安全衛生に関する管理規程や管理組織図など基本的なことが整って

いなかった。今回の機会をきっかけに安全衛生について社内で改めて考え直し、見直し、より安全で衛生的な職場を

作るきっかけとなった。今後も今回の支援事業で学んだことを活かして【安全】【衛生】の目標を達成していきたい。

　 有限会社大原運送　運行管理者　大原 慶大
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　福島復興支援輸送協同組合は、東日本大震災及び東京電力福島第一原
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福島復興支援輸送協同組合の解散について福島復興支援輸送協同組合の解散について福島復興支援輸送協同組合の解散について福 興 協福 興 協
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令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業令和２年度 安全衛生レベルアップ支援事業陸 災 防陸 災 防
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【修了証交付事業場】
㈲櫻井運送（県北）　トゥーホームサービス福島㈱（県北）　㈲大原運送（県中）　大竹運送㈱（県南）
福島運送㈱若松営業所（会津）　㈱丸東（相双）　遠野運送㈱（いわき）

取組み総括を行い、決意新たにゼロ災を目指す

【各事業場の安全衛生担当管理者】

　　　安全衛生目標と計画を定め　継続した取組みを誓う！　　

　この度、安全衛生レベルアップ支援事業の貴重な研修に参加させて頂きありがとうございました。

　研修では安全衛生に対する考えや方針、そして計画を立て具体化することにより今後どのような形で安全衛

生活動を進めていけばよいかが分かりました。また、事故のリスク見積りや発生した事故の深堀りをすることに

より、事故の傾向や特徴等が分かり、自社の活動に対する足りないところ、弱いところがみえて来年度の計画が

立てやすくなりました。安全衛生レベルアップ支援事業で学んだことを活かし、4月から始まる新年度の計画が無

駄にならないよう努めていきます。   　　　大竹運送株式会社　取締役　大竹 ゆかり

　従業員50人未満の会社において今回の支援事業はとても重要なことだと思った。安全衛生管理に関しては企業

の大小関係なく、事故を起こすのは一人の人間。どの企業にとっても第一に考えなければならないことだと思う。

　しかし、今回の支援事業に取り組むまでは安全衛生に関する管理規程や管理組織図など基本的なことが整って

いなかった。今回の機会をきっかけに安全衛生について社内で改めて考え直し、見直し、より安全で衛生的な職場を

作るきっかけとなった。今後も今回の支援事業で学んだことを活かして【安全】【衛生】の目標を達成していきたい。

　 有限会社大原運送　運行管理者　大原 慶大

問合せ先

　フォークリフト運転競技を通じ遵法精神と安全意識の高揚及び運転の知識と技能の向上を図り、も
って職場における安全作業の確立と労働災害防止の推進に資することを目的としています。令和３年
度は以下により実施します。多数のフォ―クリフト運転者の皆様のご参加をお待ちしております。

　　　　　  　　● 社員の技能向上の目標として　● 社内指導者の養成として　● 荷主等へのアピールとして

　開催日時　　● 6月25日㈮　受付9：00～　開会9：30～　閉会15：00

　場　　所　　● 福島県トラック協会研修センター
　　　　　　　（福島市飯坂町平野字若狭小屋32）

　競技方法　　● 学科、点検、運転の競技種目で競います。

　参加資格　　● 会員事業場の従業員で勤務成績が優秀でかつ、フォークリ
フト運転技能講習修了後１年以上経過していること。

　　　　　　　● フォークリフト又は自動車運転により過去１年間無事故であり、過去３年間人身
事故を起こしていないこと。

　表　　彰　　● 競技の結果、「一般の部」は事業所規模別に１位から３位まで表彰。「女性の
部」は、１位から３位まで表彰。（女性は、「一般の部」でも参加ができま
す。）　出場者全員に参加記念品贈呈。

　　　　　　　●「一般の部」「女性の部」それぞれ総合得点上位１名全国大会出場推薦。

　参加方法　　● 参加申し込みは、分会長の推薦となりますので、所属事業場を経由して各分会
    （トラック協会各支部）へお申し込み下さい。参加料は、無料です。

フォークリフト運転競技大会

実技指導研修会のご案内
＝技能レベルアップのために実技指導研修会を行います！＝

期　　日：5月29日(土) 8：30～

場　　所：県トラック協会研修センター（福島市飯坂町）

参加資格：大会出場予定の希望者

研修内容：協会実技講師による大会競技実施要領に

　　　　　基づいた実技（点検・運転）指導を行います。

申込方法：詳細は、大会参加者に別途ご案内します。

参 加 費：無料

※ 新型コロナウイルス感染症の関係で、今後の日程及び開催内容につきまして変更する場合があります。

陸 災 防陸 災 防 令和３年度令和３年度

「第39回福島県フォークリフト運転競技大会」のご案内「第39回福島県フォークリフト運転競技大会」のご案内「第39回福島県フォークリフト運転競技大会」のご案内

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　福島県支部
TEL：０２４－５５８－９０１１

挑戦
して

　み
ませ
んか
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□ 値の把握の
準備

規格「 」に適合した 指数計
を準備しましょう。

□ 作業計画の策定な
ど

値に応じて、作業の中止、休憩時間の確保などが
できるよう余裕を持った作業計画をたてましょう。

□ 設備対策・休憩場
所の確保の検討

簡易な屋根の設置、通風または冷房設備や
ミストシャワーなどの設置により、

値を下げる方法を検討しましょう。
また、作業場所の近くに冷房を備えた
休憩場所や日陰などの涼しい休憩場所を
確保しましょう。

□ 服装などの検討 通気性の良い作業着を準備しておきましょう。身体を冷却
する機能をもつ服の着用も検討しましょう。

□ 教育研修の実施 熱中症の防止対策について、教育を行いましょう。

□ 労働衛生管理体制
の確立

衛生管理者などを中心に、事業場としての管理体制を整え、
必要なら熱中症予防管理者の選任も行いましょう。

□ 緊急時の措置の確
認

体調不良時に搬送する病院や緊急時の対応について確認を
行い、周知しましょう。

令和３年５月～９月

職場における熱中症により、毎年約 人が亡くなり、約 人が４日以上仕事を休んでいます。
夏季を中心に「 ！熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、職場での熱中症予防に
取り組みましょう！

【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事
業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全
国警備業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

確実に実施できているかを確認し、□にチェックを入れましょう！

（ ３ ３）厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

― 熱中症予防対策の徹底を図ろう ―

！熱中症

５ １ ９
重点取組期間

●実施期間：令和３年 月 日から 月 日まで（準備期間４月、重点取組期間７月）

準備期間
キャンペーン期間

準備期間（４月１日～４月 日）

迷わず救急車を
呼びましょう！

事業場では、期間ごとの実施事項に重点的に取り組んでください。
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重点取組期間（７月１日～７月 日）

□ 値の把握
規格に適合した 指数計で 値を測りましょう。

準備期間中に検討した事項を確実に実施するとともに、
測定した 値に応じて次の対策を取りましょう。

熱中症予防管理者等は、 値を確認し、
巡視などにより、次の事項を確認しましょう。

□ 値の低減対策は実施されているか
□ 各労働者が暑さに慣れているか
□ 各労働者は水分や塩分をきちんと取っているか
□ 各労働者の体調は問題ないか
□ 作業の中止や中断をさせなくてよいか

□ 異常時の措置
～少しでも異変を感じたら～

・いったん作業を離れる
・病院へ運ぶ、または救急車を呼ぶ
・病院へ運ぶまでは一人きりにしない

□ 値を下げるた
めの設備の設置

準備期間に検討した設備、休憩場所を
設置しましょう。
休憩場所には氷、冷たいおしぼり、
シャワー等や飲料水、塩飴などを設置しましょう。
準備期間に検討した通気性の良い服装なども
着用しましょう。

□ 休憩場所の整備

□ 通気性の良い服装など

□ 作業時間の短縮 値が高いときは、単独作業を控え、 値に
応じて作業の中止、こまめに休憩をとるなどの工夫をしましょう。

□ 熱への順化 暑さに慣れるまでの間は十分に休憩を取り、
１週間程度かけて徐々に身体を慣らしましょう。
特に、入職直後や夏季休暇明けの方は注意が必要です！

□ 水分・塩分の摂取 のどが渇いていなくても定期的に水分・塩分を取りましょう。

□ プレクーリング 休憩時間にも体温を下げる工夫をしましょう。

□ 健康診断結果に
基づく措置

①糖尿病、②高血圧症、③心疾患、④腎不全、
⑤精神・神経関係の疾患、⑥広範囲の皮膚疾患、⑦感冒、
⑧下痢などがあると熱中症にかかりやすくなります。
医師の意見をきいて人員配置を行いましょう。

□ 日常の健康管理
など

前日のお酒の飲みすぎはないか、寝不足ではないか、
当日は朝食をきちんととったか、管理者は確認
しましょう。熱中症の具体的症状について説明
し、早く気付くことができるようにしましょう。

□ 労働者の健康状態の確
認

作業中は管理者はもちろん、作業員同士お互いの健康状態を
よく確認しましょう。

キャンペーン期間（５月１日～９月 日）

梅雨明け□ 実施した対策の効果を再確認し、必要に応じ追加対策を行いましょう。
□ 特に梅雨明け直後は、 値に応じて、作業の中断、短縮、休憩時間の確保を徹底しましょう。
□ 水分、塩分を積極的に取りましょう。
□ 各自が、睡眠不足、体調不良、前日の飲みすぎに注意し、当日の朝食はきちんと取りましょう。
□ 期間中は熱中症のリスクが高まっていることを含め、重点的に教育を行いましょう。
□ 少しでも異常を認めたときは、ためらうことなく、病院に搬送しましょう。

指数計の例
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交通事故統計交通事故統計交通事故統計お知らせお知らせ

　第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況は2020年に比べ2021年では発生件数
（－9）、死者数（＋0）、傷者数（－15）となっている。交通規則を守ることは、社会人としての基本的な責
務です。会員事業所におかれましても、プロドライバーとして、より一層の交通安全対策をお願いします。

第一当事者が県内居住の事業用貨物車の交通事故発生状況（３月末）

交通ルールの遵守、思いやり運転等交通マナーアップ　交差点での安全確認の励行　速度の抑制

発生件数

死 者 数

傷 者 数

発生件数

死 者 数

傷 者 数

1月 3月2月 4月 5月 6月 8月 9月

2020
年（
概
数
）
2021
年（
概
数
）

7月 11月 12月10月２０２０年

に比べて

の増減数

合計

15

0

22

6

0

7

年間合計

63

1

85

3

0

3

1

0

1

－9

0

　－15

7

0

14

3

0

3

5

0

5

1

0

1

技能講習等実施予定技能講習等実施予定技能講習等実施予定陸 災 防陸 災 防

日　程 行　　事　　内　　容 開　催　場　所

５月の行事予定５月の行事予定

11日㈫
12日㈬
13日㈭

14日㈮

15日㈯
17日㈪
20日㈭
21日㈮
25日㈫
26日㈬
28日㈮

郡山市「県中研修センター」
矢吹町「ホテルニュー日活」
福島市「ウィル福島　アクティおろしまち」
いわき市「いわき方部共同休憩所」
相馬市「相馬方部共同休憩所」
会津若松市「ルネッサンス中の島」
福島市「福島研修センター」
会津若松市「会津方部共同休憩所」
南相馬市「ラフィーヌ」
泉崎村「白河の関トラックステーション」
泉崎村「白河の関トラックステーション」
いわき市「いわき方部共同休憩所」

2021年度安全性評価（Gマーク）個別相談会
県南支部定時総会
県北支部定時総会
いわき支部定時総会
2021年度安全性評価（Gマーク）個別相談会
会津支部定時総会
福島県トラック協会　監事会
2021年度安全性評価（Gマーク）個別相談会
相双支部定時総会
第１回理事会
2021年度安全性評価（Gマーク）個別相談会
2021年度安全性評価（Gマーク）個別相談会

2021年５月１日発行（毎月１回１日）
編集発行　公益社団法人福島県トラック協会
〒960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋32
TEL 024-558-7755㈹　FAX 024-558-7731
H.P http://fukutora.lat37n.com/
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